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資料』」p. 2. http://www.mext.go.jp/［2014.12.18. 取得］。
［₄］  文科省（2013）「いじめの防止等のための基本的な方針」http://www.mext.go.jp/
［2014.12.18. 取得］。この文書は、「いじめ防止対策推進法」を具体的に理解できる
ように、様々な点をしかも詳細に解説するために、2013年10月出されたものである。
［₅］ 被害者がいじめの決定権を握っているとする著作をいくつか挙げよう。
  清永賢二『いじめの深層を科学する』（ミネルヴァ書房、2013）₇⊖₈頁。森田前掲書
84頁・110頁、及び森田の講演：大阪府教育委員会（2007）「いじめ対応プログラム」
http://www.pref.osaka.lg.jp/bu_kyouiku/［2012.12.4. 取得］。深谷和子代表編集『児童
心理　臨時増刊』（2013年８月号）より、佛教大学教授の原清治「いじめ問題はなぜ
解決できないのか」17頁。河北稔「“いじめはなぜいけないのか” を共有するため
に」『いじめ臨床』（本間友己編著、ナカニシヤ書店、2008）37頁。日本弁護士連合会
『いじめ問題ハンドブック』（こうち書房、1995）では、森田・清水著『新訂版いじ
め』（金子書房、1994）他を引いて、「いじめの事実かあったかどうかは、被害生徒
の認識・受け止め方により決定される。」（15頁）とそのまま受けている。これらに
対し尾木前掲書はやや断定を避けているように見える（19頁）。
［₆］  文科省前掲書「いじめの防止等のための基本的な方針」の「第１　いじめの防止等
のための対策の基本的な方向に関する事項」の「５　いじめの定義」、₅⊖₆頁。
［₇］  森田前掲書「今日では、司法を除き、教育行政でも、研究の分野でも、事実性（筆
者注：ある現象がいじめという事実であること）の基盤を被害者の内面の主観に置
く考え方を取っている。」
［₈］  文科省『生徒指導上の諸問題に関する調査』の見直しについて（案）」「平成25年度
『児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査』について」（初等中等教
育局児童生徒課、2014）。
51? ?
???????????????????????????????????
［₉］ 鈴木翔「教室内カースト」（光文社新書、2012）297⊖298頁。
［10］ 森田前掲書、90⊖92頁。
  尾木前掲書でも、「『仲良しグループ』の『遊び』から発展するケースが少なくあり
ません。相互の関係性が強いからこそ、いじめが発生しやすい構造になっており、
こうしたケースが最も多いのかもしれません。」（78頁）と、ほぼ同様な指摘をして
いる。
［11］  国立教育政策研究所、生徒指導・進路指導研究センター「いじめ追跡調査　2007⊖
2009　いじめ Q&A」（2010）₉頁。
［12］  前掲書『児童心理』より、文教大学教授の赤坂雅裕「友だちだと思っていたのに、
裏切られた」、81頁。
